
教育センター学びの丘研修員研修の概要について 

 

 和歌山県教育センター学びの丘が実施する研修員研修は，研修員が教育に関

する専門的・技術的事項について修養を積み，教師としての資質・能力を高める

とともに，今日的教育課題解決のための研究を行い，その成果を広く学校現場

に還元することを目的としている。 

 今日，社会は「ＶＵＣＡ」と呼ばれる時代を迎え，ＡＩの台頭を含む急速な技

術革新が進むとともに，教育の状況やこどもたちを取り巻く環境も劇的に変化

し続け多様化している。このような時代において，教師はこどもたちと共に「学

びの共同設計者」として歩み，「変革の担い手」となることが求められている。

また，こどもたちの主体的な学びやウェルビーイングを支えるために，「常に学

び続ける専門家＝進化し続ける存在」として自身の矜持を再確認し，専門職と

しての倫理的誠実さと尊厳を絶えず更新することが期待されている。 

これらを踏まえ，研修員研修を「自らの課題や所属校における課題の解決を

目指して取り組む研究と，その土台の部分となる様々な知識・技能を幅広く身

に付けていく修養の機会（下図参照）」とし，教育センター等が実施する多岐にわ

たる研修講座の受講や模擬授業の実施，所属校における校内研修の機会を通し

て実践と理論を往還させながら，教師としての資質・能力の向上に取り組んで

きた。 

なお，自己の専門性を向上させるために，年間を通して行った研究について

は，「研究報告書」として研修員研究集録に掲載する。 
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第１段階
基礎期

第２段階
向上期

第３段階
探究期
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充実期
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修了期
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研
　
究

・研究テーマ，方向性
　を設定し，第１回報
　告会で発表

・所属校での研究に向けた
　計画の立案，模擬授業の
　実施　等

・研究計画について
　第２回報告会で発表
・研究の実践　等

・研究実践で収集した
　データ分析　等
・教育センター学びの
　丘研究報告会で発表

・研究報告書，資料の
　作成

修
　
養

所属校研修「所属校との連携・研修成果の還元」

・教員としての資質の向上に関する指標に基づくトレーニング（「学習指導」「生徒指導力」「特別な配慮や支援を

必要とする子供への対応」「ＩＣＴや情報・教育データの利活用」「教職に必要な素養」）

□専門性の向上を目指す研修等受講

□教職経験年数に対応した研修等聴講
□学びの丘指導主事による研修員研修等受講


